
まえがき
  まだまだ年功序列制度を色濃く残している日本の社会では、多くの人はその職場で年齢と共に出世し、企画や仕事の割り振り、会議の招集と運営、対立した意見の調整、職場を代表する意見の発表、職場の人間関係の維持等、いわゆる管理職的な仕事を多くまかされのが普通である。年齢を経るに従い何人にも要求される仕事に密接に関連したこのような諸能力や態度は、日本の学校では、一体どのような教科や活動で育成されるのであろうか。各教科での知識や技能や態度の教育が最優先される日本の学校では、社会のなかで必要なそのような能力や態度の育成は、教育の主目標では無くて、二次的な目標と考えられているのではないだろうか。
 　一方、現在の学習指導要領では、「興味・態度・関心を育てる」、「個性・創造性を伸ばす」、「自己学習能力を育てる」、「情報化・国際化に対応できる力を伸ばす」、「表現力をつける」等々、多くの達成目標が掲げられ、学校での実践が行われている。さらに次期学習指導要領の指針となる1997年8月に出された中央教育審議会の中間まとめでは、「生きる力」の育成を学校教育の中心に据えている。生きる力とは次のような力である。「いかに社会が変化しようとも、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力であり、また、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や、感動する心など、豊かな人間性であると考えた。たくましく生きるための健康や体力が不可欠であることは言うまでもない。我々は、こうした資質や能力を、変化の激しいこれからの社会を生きる力と称することとし、これをバランスよく育んでいくことが重要と考える。」
  上記の様々な目標はもちろん、各教科の学習において達成可能なものも含まれてはいるが、「学級活動」、「クラブ活動」、「生徒会活動」、「学校行事」等のいわゆる「特別活動」を十分に活用することで達成可能なものもたくさんある。
  平成１２年度より実施される新たな教員養成プログラムでは「特別活動論」とともに総合的学習を視野にいれた「総合演習」が組み入れられる。将来教師を目指す大学生がそれらの授業を受けて、特別活動および総合的学習の意味を理解し、そこに盛られた目標を教育場面で実践された折には、知情意のバランスのとれた子どもが育つばかりでなく、将来の社会で必要とされる知識・能力・態度も養成され、これからの情報・国際化社会に立ち向かう資質も形成されるであろう。
　全国の大学において、特別活動論を担当しているのは、少数の特別活動の研究家・実践家を除くと、おそらく教育学か心理学の先生方であろう。ところが非常に残念なことに教育心理学の教科書の多さに較べ、「特別活動論」を教育心理学的見地からまとめた教科書はほとんど無いというのが実状である。さらに「総合的学習」で伸ばすことが期待される知識・態度・能力の育成に心理学や教育学がいかにかかわればいいのかについて議論された本もほとんど見られない。
 「特別活動と総合的学習の心理学」は、心理学、教育学、および特別活動を研究している先生方の力を結集して、特別活動および総合的学習の教育的意味を明らかにし、次代の子どもの能力・態度を育てる方策を一つの本にまとめるべく企画しました。
  本書の出版を快諾して下さったナカニシヤ出版の中西建夫社長、ならびに本の隅々まで配慮の行き届いた編集を頂いた同編集部の宍倉由高氏に感謝いたします。
  教育心理学においてはあまり研究されていない「特別活動と総合的学習」をまとめた本書には、正確でないところや不十分な記述が多々あると思われる。読者のご指摘を頂ければ幸いである。
                                            1998年9月
                                            信州鳴沢自然郷にて
                                            弓野 憲一しるす   
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